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中堅・中小企業のオープンイノベーションの現状と活用上の課題
－関西18商工会議所によるアンケート調査の分析から－
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要旨

本稿では、中堅・中小企業のオープンイノベーション（以下、OI）の現状と活用上の課題を、関西18商工会議所によるアンケート調査（以下、アンケート調査）の分析により考察した。分析対象は関西18商工会議所の中堅・中小企業会員である。研究方法としてアンケート調査の定量データを用いて、OIへの関心・活用と企業の属性（企業規模、業態）、そして行動特性（新事業展開の有無、連携の有無、OIの知識の有無）の関係性を分析した。またOIへの関心・活用と企業の属性、行動特性の関係についてパス解析モデルを作成した。その結果、次のことが分かった。中堅・中小企業のOIへの関心・活用においては、新事業展開をしている企業が連携の可能性が高くなり、OIへの関心・活用につながる。特に中堅規模の企業あるいは自社製品型の企業は新事業展開に意欲が高く、新事業展開に際しては連携を手段として実施することが多いため、OIへの関心と活用が高くなる。そうした企業には広い選択肢の中から最適な連携先の仲介が求められ、その場合、事業構想の構築に役立つコンサルティング型のサポートがポイントとなる。
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